
ふくしま有機農業ひとづくり強化事業（新規） 

１ 趣    旨  

  本県は全国トップクラスの有機農業の取組県であったが、原発事故の影響により、有機農産物の生産量は激減しており、有機農業の 

 先進県「ふくしま」の復活には、本県有機農業の中核を担う人材の育成・確保が必要である。このため、有機農業に特化した就農支援 

体制等を整備する。 

 

２ 事 業 内 容 

（１） チャレンジふくしま有機農業推進事業 

本県有機農業の新たな担い手確保のため、有機農業による就農希望者の受入れ体制及び就農支援を強化する。 

ア 有機農業による就農希望者の受入れ体制づくり及び有機農業希望者に対する就農支援活動を支援する。 

イ 就農希望者等を対象とした有機農業の研修会等を開催する。 

（２） チャレンジふくしま有機農業就農研修支援事業 

   有機農業による就農を促進するため、就農希望者を対象とした有機農業の実践的な研修の受入先を支援する。 

 

３ 事業実施主体 

  ２の（１） ア 有機農業者が構成する組織、市町村、団体等  イ 県 

２の（２） 有機農業者が構成する組織、市町村、団体等 

 

４ 予 算 額   ２５，８３７千円 

 

５ 補 助 率   ２の（１） ア ２／３以内（上限額７００千円） イ － ２の（２） ２／３以内（上限額１，０００千円） 

 

６ 事業実施期間   令和３年度～令和５年度 

【担当課：農業支援総室環境保全農業課 ０２４－５２１－７４５３】  
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【目的】
本県有機農業の新たな担い手の確保のため、有機農業の
就農希望者の受入れ体制及び就農支援を強化する。

○有機農業の研修環境が整備
⇒ 有機農業の実践力が
短期間で習得できる

○有機農業による就農が
しやすくなる
⇒ 就農希望者が安心して
有機農業を始められる

○就農前に有機農業関係者との
繋がりが出来る
⇒ 就農後のスキルアップが
図りやすい

【事業内容】
(1)有機農業による就農希望者の受入れ体制づくり及び

有機農業希望者に対する就農支援活動を支援する。
・有機農業希望者への広報及び募集活動
・有機農業希望者の就農支援活動等

(2)就農希望者等を対象とした有機農業研修会の開催等
【実施主体】

(1)有機農業者が構成する組織、市町村、団体 等
(2)県

【補助率】
(1) 2/3以内（上限 700千円）

ふくしま有機農業ひとづくり強化支援事業

○有機農業による就農希望者の
窓口組織が整備される
⇒ 有機農業希望者への

サポートが充実
○有機農業による就農の広報、

募集活動が促進される
⇒ 他地域へ本県有機農業の
発信力が高まる

〇有機農業者組織の地域連携が
促進される
⇒ 就農希望者に合った支援
が可能になる

有機農業スタート

１ チャレンジふくしま有機農業推進事業

【事業内容】
研修生の受入れに必要な経費及び研修運営に必要な
経費等を支援する。
・農地の借上げ及び維持管理費
・施設、農機具等の借上げ及び修繕費
・資材等の購入等

【実施主体】
有機農業者が構成する組織、市町村、団体 等

【補助率】
2/3以内（上限 1,000千円）

２ チャレンジふくしま有機農業就農研修支援事業

【目的】
有機農業による就農を促進するため、就農希望者を
対象とした有機農業の実践的な研修を行う受入先を
支援する。
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本県有機農業の新たな担い手を確保する取組を強化

〇環境にやさしい農業拡大推進事業 等
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